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共生社会の実現を推進する研究と研修
認知症介護研究・研修センターの役割と機能

歴史：ゴールドプラン21による認知症高齢者施策の基盤づく
りの一環で、介護サービスの量的整備とともに，「質の向上」を
図ることを目的に、その拠点となる中核的機関として、2000年
に全国３ケ所（東京・仙台・愛知(大府) ）に設置された。
■ 事業内容
１．認知症介護の専門技術に関する実践的研究
２．認知症介護の専門技術に関する指導・普及を行う専門職

員に対する養成研修等の実施
３．認知症介護の専門技術に関する国内外の人材交流や各

種情報の収集・提供
４．高齢者虐待の防止及び養護者支援に関する調査・研究
５．認知症地域支援体制構築のための検討
６．全国若年性認知症支援センターの運営 など

■ 「研究」「研修」「実践」が三位一体で機能
所属する社会福祉法人の介護事業所等と連携して研究・研修に取
組み、成果を実践に活かす

（R5年度末現在の累計修了者数）※青色部分はセンターが実施している研修

実践

研究 研修
（人材育成）

研修認知症介護研究・研修センターの役割 研究

• 認知症介護指導者フォローアップ研修
• 認知症介護指導者スキルアップ研修
• 認知症チームケア推進研修
• 認知症介護基礎研修eラーニングシステムの構築・運用
• 認知症地域支援推進員研修
• 認知症の人の意思決定支援ガイドラインの普及啓発に関する研修
• 若年性認知症支援コーディネーター研修
• パーソン・センタード・ケア及び認知症ケアマッピング（DCM）法研修
• 認知症カフェモデレーター研修 ほか

• 認知症の人のwell-beingに資するケアに関する研究
• 認知症介護指導者の活動実態及び研修のアウトカム検証
• 認知症介護実践者等研修の研修内容に関する調査研究
• BPSDの予防・軽減を目的としたチームケア推進研究
• 若年性認知症者の病態・支援等に関する実態把握と適切な治療及
び支援につなぐプロセスの構築に資する研究 

• 高齢者虐待の実態把握等のための調査研究
• 若年性認知症支援コーディネーターの活動状況に関する研究
• 独居認知症高齢者の権利利益の保護を推進するための研究
• 認知症の遠隔医療及びケア提供を促進するための研究 ほか

認知症介護基礎研修（ 228,000 ）

認知症介護実践
リーダー研修   
（54,600）

認知症介護実践者研修
（343,182）

認知症介護指導者研修
（3,020）
※R6年度末現在

■ 認知症介護指導者
の活動内容

1
実践研修等の養成
事業での企画・講
師等

2 介護の質の改善に
向けた指導的役割

3
地域の認知症施策
推進への貢献

2025年9月8日

■ 認知症介護専門職の養成研修の仕組みと実績

■ その他の研修事業■ 多様な研究テーマ

■ 共生社会の実現に資する研究を進めるための体制

・研究者の育成
・事務局体制の整備
・文献取集体制の整備
・データ管理体制の整備
・研究費の確保 など

・学会・論文等での報告
・研修カリキュラムへの反映
・研修ツールの開発
・ガイドラインへの反映
・地域資源の開発
・政策への反映 など

・３センター共同研究
・運営費研究
・厚生労働科学研究
・日本学術振興会研究
・AMED研究
・老健事業 など



3センター(仙台、東京、大府)の役割を踏まえた取組
役割 仙 台 東 京 大 府

研究

（３センター共同）・認知症の人のWell-beingに資するケアに関する研究 ・認知症介護指導者の活動実態及び研修のアウトカム検証 ・３センター合同研究成果報告会

1.認知症介護実践者等研修の研修内容に関する調査研究事業
2.高齢者虐待の実態把握等のための調査研究
3.地域包括支援センター等の高齢者福祉関係機関とシルバー人
材センターとの連携による認知症の人の社会参加機会の確保に
向けた調査研究事業

4.独居認知症高齢者の権利利益の保護を推進するための調査
研究（分担：独居認知症高齢者を対象とする虐待の実態把握
と対応に関する研究）

5.認知機能に不安を抱く高齢者への就労継続支援：シルバー人
材センターにおける検討

6.他4研究（認知症介護に関するOn the Job Learningシステ
ムに関する研究，認知症の本人の食嗜好に関する研究 等）

1.BPSDの予防・軽減を目的としたチームケア推進研究（代表）
2.認知症の遠隔医療及びケア提供を促進するための研究（代表)
（オンラインを用いた介護専門職人材育成に関する研究など）
3.独居認知症高齢者の権利利益の保護を推進するための調査
研究(代表)  (実態把握、権利利益支援サービス、民間事業の
あり方、消費者被害、行方不明、認知症地域支援推進員の役
割など）

4.認知症の本人の声を起点とした共生社会の実現に向けた統合
的推進に関する研究

5.認知症疾患医療センター運営事業実績報告クラウドシステムの
   在り方の調査研究（代表）
６.他９研究（グループホームにおけるWell-being研究 等）

1.若年性認知症者の病態・支援等に関する実態把握と適切な
治療及び支援につなぐプロセスの構築に資する研究 

2.若年性認知症の人の就労支援に関する事例研究
3.情報共有システムの活用による若年性認知症支援コーディ
ネーターの活動状況に関する研究

4. 介護施設における認知症高齢者の社会参加がQOLに及ぼ
す影響

5.認知症があってもなくても地域でともに楽しめる肯定的交流プ
ログラムの開発と地域実装

6.認知症の人の社会参加に向けたリハビリテーションに関する研
究

7.認知症ケアにおけるスーパービジョンの行動特性の開発に関す
る研究

研修
(人材育成)

（3センター共通）・認知症介護指導者養成研修 ・認知症介護指導者フォローアップ研修 （3センター共催）・認知症介護指導者スキルアップ研修 ・認知症チームケア推進研修

1.認知症介護基礎研修eラーニング運用事業
2.認知症を学ぶ30分ナイトセミナー
3.認知症カフェモデレーター研修
4.自治体及び各種団体における虐待防止研修等の開催支援

1‐1 認知症介護指導者実践報告会（修了者フォロー）
1‐2 認知症介護指導者ピックアップセミナー
2‐1 認知症地域支援推進員新任者研修
2‐2 認知症地域支援推進員現任者研修

1.認知症の人の意思決定支援ガイドラインの普及啓発に関する
研修

2.若年性認知症支援コーディネーター研修
3.パーソン・センタード・ケア及び認知症ケアマッピング（DCM）
法研修

4.研究活動継続支援プログラム・論文化支援プログラム
5.スーパービジョン実践研修
6.認知症の人の意思決定支援ガイドラインの普及啓発に関する
研修

実践

1.認知症の人と家族の一体的支援事業の運営支援・評価（仙台
市と共同）

2.認知症カフェの運営及び運営支援
3.認知症ピアサポート活動支援（仙台市と共同）
4.当事者参画によるもの忘れ総合相談窓口の運営支援

１.チームオレンジにおける実践（杉並区高井戸包括と共同）
２.新しい認知症観の普及及び認知症の人の社会参加の推進
（杉並区と共同）

３.「希望をかなえるヘルプカード」の普及と＜本人発信・社会
参加・認知症バリアフリー＞の一体的推進

４．本人の声を起点とした地域のケア人材・チーム育成

1.若年性認知症の本人・家族支援、コーディネーター・行政の活
動支援

2.認知症カフェ運営(法人地域貢献事業)
3.認知症フォーラムの開催
4.認知症ケアセミナー(研究成果報告)の開催
5.若年性認知症フォーラムの開催
6.若年性認知症に関する情報発信(HP運用)
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